
安
芸
高
田
の「
宝
」

　

安
芸
高
田
市
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
平
成
16

年
３
月
1
日
に
旧
高
田
郡
６
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
中
国
山
地
に
位
置
す
る
典
型
的
な
中

山
間
地
域
の
市
で
す
。
戦
国
武
将「
毛
利
元
就
」の

生
誕
の
地
で
あ
り
、
元
就
１
２
５
万
石
の
居
城
で

あ
っ
た
国
史
跡「
郡
山
城
」は
日
本
１
０
０
名
城
と

し
て
の
風
格
を
現
在
に
留
め
て
い
ま
す
。
平
成
９

年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
毛
利
元
就
」が
放
送

さ
れ
て
全
国
的
な
知
名
度
が
高
ま
り
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
に
本
市
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
、
そ
し
て
出
身
者
に

と
っ
て
誇
ら
し
い
事
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年

3
月
に
は「
甲
立
古
墳
」が
新
た
に
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
現
在
、
２
つ
の
国
史
跡
を
有
す
る
市
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
市
は
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島（
サ
ッ
カ
ー
）、
湧
永
レ
オ
リ
ッ

ク（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）の
マ
ザ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
市

を
あ
げ
て
両
チ
ー
ム
を
応
援
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
選

手
の
交
流
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
の
地
域
づ
く
り
が
盛
ん
な
町
で
も
あ
り
ま
す
。

伝
統
芸
能
の「
神
楽
」も
盛
ん
で
、
市
内
で
は
22
の

神
楽
団
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
誇

る
べ
き
文
化
で
あ
る
神
楽
は
、
毎
年
７
月
に
全
国

か
ら
出
場
校
を
募
り
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
ひ

ろ
し
ま
安
芸
高
田
」
を
開
催
し
て
若
者
の
伝
統
芸

能
の
継
承
の
一
翼
を
担
い
、
１
月
に
は
「
ひ
ろ
し

ま
安
芸
高
田
神
楽
東
京
公
演
」
を
開
催
し
て
全
国

に
そ
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
も
実
り
つ
つ
あ
り
、
芸
術
性
の
高
い
日
本
の
神

事
と
し
て
あ
る
程
度
の
評
価
を
い
た
だ
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
り
ま
す
「
人
が
つ
な
が

る
田
園
都
市　

安
芸
高
田
」
は
市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
り
、
合
併
10
年
を
迎
え
、
平
成
27
年
度
か
ら

次
の
10
年
の
市
の
将
来
像
と
し
て
定
め
た
も
の
で

す
。
現
在
、
実
現
に
向
け
て
日
々
、
邁
進
し
て
い

ま
す
。

マ
イ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
タ
イ
ム

　

以
前
は
ゴ
ル
フ
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

政
に
携
わ
る
身
に
な
っ
て
か
ら
は
、
時
間
を
他
人

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
最
近
は
読
書

と
散
歩
が
マ
イ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
タ
イ
ム
で
す
。

特
に
散
歩
は
、
毎
日
の
日
課
と
な
り
ま
し
た
。
本

市
の
四
季
折
々
の
風
景
は
心
を
癒
や
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
こ
の
地
方
に
伝
わ
る「
も
や

い
」に
よ
る
地
域
の
助
け
合
い
で
の
田
植
え
の
協
働

作
業
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
の
清
掃
活

動
、
伝
統
芸
能
の
神
楽
・
田
楽
行
事
等
に
よ
る
地

域
の
皆
さ
ま
と
の
素
晴
し
い
出
会
い
が
で
き
て
、

大
変
楽
し
く
散
歩
が
で
き
、
地
域
の
実
情
を
把
握
・

実
感
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
事
こ
そ
が
、
地

方
行
政
の
原
点
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
の
事
に

熱き舞が披露される「神楽甲子園」（毎年開催）

「安芸高田市湧永庭園ウォーク」（前方で両手を上げているのが筆者）
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よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

施
策
の
展
開
が
で
き
る
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム 

「
お
太
助
ワ
ゴ
ン
」

　

家
屋
が
点
在
す
る
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
が

進
み
、
従
来
の
バ
ス
路
線
を
活
用
し
た
交
通
体
系

の
確
立
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が

大
変
困
難
な
状
況
も
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
市
で
は
通
院
・
買
い
物
・
文
化
活
動
な
ど

市
民
生
活
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア（
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
）の
新
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム「
お
太
助
ワ
ゴ
ン
」を
構
築
し
ま
し
た
。
低

料
金
で
目
的
地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

持
続
的
に
市
民
の
生
活
を
守
る 

「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」

　

本
市
は
、
高
齢
化
率
38
・
１
％（
平
成
29
年
３
月

１
日
現
在
）
と
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
、
将
来
に

わ
た
っ
て
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
作
り
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る

「
も
や
い
」の
風
習
が
あ
り
ま
す
。
田
植
え
を
す
る

時
、
皆
が
寄
り
合
っ
て
田
植
え
を
し
、
自
分
の
田

植
え
が
終
わ
っ
た
ら
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
の
田
植

え
を
す
る
。
金
銭
で
清
算
す
る
の
で
は
な
く
、
手

伝
い
合
う
事
で
清
算
を
す
る
近
所
の
助
け
合
い
の

仕
組
が「
も
や
い
」で
す
。
私
は
こ
の
仕
組
み
を
生

か
し
て
自
助
・
共
助
の
理
念
の
も
と
に
、「
市
民

総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
を
提
唱
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
構
想
は
全
て
の
市
民
の
方
が
、
防
災
機
器
の
使

用
方
法
や
介
護
知
識
を
事
前
に
習
得
さ
れ
、
一
人

一
人
に
地
域
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
補
完
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
自
分
の
こ

と
と
し
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
助
・
共
助
の
一
環

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
る
事
が
で

き
、
防
災
・
福
祉
分
野
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
た
め
の「
多
文
化
共
生
社
会
」 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ

て
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
優
先
的
な
重
要
課

題
で
す
。
私
は
、「
人
種
差
別
」「
男
女
差
別
」の
解

消
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、「
多
文
化
共
生
社
会

の
実
現
」と「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」が
こ

れ
か
ら
の
人
材
確
保
の
た
め
の
重
点
施
策
と
考
え

て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
で
あ
る
本
市
で
の
農

業
・
介
護
等
の
従
事
者
の
人
材
確
保
は
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
構
築
や
外
国
人
の
方

の
助
け
が
必
要
で
す
。
女
性
の
活
躍
社
会
を
実
現

す
る
に
は
、
家
族
や
地
域
の
協
力
、
そ
し
て
職
場

の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
の

方
に
日
本
で
快
く
就
労
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
宗
教
や
食
文
化
を
含
む
生
活
様
式
を
理
解
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
市
で
は
将
来
必
要

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
て「
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
」を
設
置
し
て

多
文
化
共
生
事
業
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

幅広いニーズに応え、好評を得ている新公共交通システム「お太助ワゴン」

自主的な介護予防活動をされている元気な皆さま
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